
 

赤穂市建設工事契約等変動型最低制限価格算定基準                                  平成２９年２月２７日                                 赤穂市訓令甲第１５号   
（趣旨） 
第１条 赤穂市最低制限価格取扱要領（平成２１年赤穂市訓令甲第６号。以下「取扱要領」とい
う。）第３条第２項に定める別に定める基準（同条第３項において準用する場合を含む。）は、

建設工事又はその他の業務委託においては、この基準に定めるところによる。 
（定義） 
第２条 この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 
⑴ その他の業務委託 赤穂市業務委託契約変動型最低制限価格算定基準（平成２９年赤穂市
訓令甲第 号）に該当するもの以外の業務委託をいう。 

⑵ 無効とする入札 赤穂市財務規則（昭和３９年赤穂市規則第６号）第９５条の規定による
無効とする入札及び予定価格（消費税及び地方消費税を含まない。以下同じ。）に１００分

の７５を乗じて得た額（その金額に千円未満の端数があるときは、その端数を切捨てた金額）

未満の入札をいう。 
⑶ 有効な入札 無効とする入札を除く入札のうち、入札金額が予定価格を超えるものを除く
入札をいう。 

（対象） 
第３条 この基準により最低制限価格を算定する対象は、次の各号に掲げる要件を満たすものと
する。 
⑴ 建設工事のうち取扱要領第３条第２項に該当するもの 
⑵ その他の業務委託のうち取扱要領第３条第２項に該当するもの 
⑶ 入札参加者審査委員会規程（平成２年赤穂市訓令甲第８号）第１条に規定する入札参加者
審査委員会において、変動型の最低制限価格を算定する対象として決定したもの 

（最低制限価格の算定） 
第４条 前条の対象において、最低制限価格を設定する場合は、次に掲げる金額のうちいずれか
低い金額を最低制限価格とする。 
⑴ 予定価格に１００分の９２を乗じて得た額（千円未満の端数があるときは、その端数を切
捨てた額）に消費税及び地方消費税を加えた額 

⑵ 次の手順に従って算定した額   ア 有効な入札の参加者数（以下「有効参加者数」という。）に１００分の６０を乗じて得
た数（その数に１未満の端数があるときは、その端数を切上げた数）を求め、その数を算

定数とする。   イ 有効な入札の金額の低いものから算定数分の入札について、その平均額（その金額に１
円未満の端数があるときは、その端数を切捨てた金額）を求め、その額に１００分の８５



 

を乗じて得た額（１円未満の端数があるときは、その端数を切捨てた金額。ただし、その

金額が予定価格に１００分の７５を乗じて得た額未満となる場合は、予定価格に１００分

の７５を乗じて得た額（千円未満の端数があるときは、その端数を切捨てた額）とする。）

に消費税及び地方消費税を加えた額 
２ 有効参加者数が２に満たないときの最低制限価格は、前項の規定にかかわらず、予定価格
に１００分の７５を乗じて得た額（千円未満の端数があるときは、その端数を切捨てた額）

から予定価格に１００分の９２を乗じて得た額（千円未満の端数があるときは、その端数を

切捨てた額）までの範囲内で適宜に定めた額に消費税及び地方消費税を加えた額とする。 
（補則） 
第５条 この基準に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。  

付 則 
１ この基準は、平成２９年４月１日から施行する。 
２ この基準の施行の日前に公告又は指名通知した入札の取扱いについては、なお従前の例に
よる。  

付 則 
１ この基準は、令和２年４月１日から施行する。 
２ この基準の施行の日前に公告又は指名通知した入札の取扱いについては、なお従前の例によ
る。 


